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皆
様

　
今
年
度
の
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
学
術
大
会
は
、
6
月
27
日
（
土
）・

28
日
（
日
）
に
グ
ラ
ン
ド
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
札
幌
大
通
公
園
（
札
幌
市
）
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。
日
頃
の
診
療
で
培
わ
れ
た
知
見
を
共
有
し
、
活
発
な
意

見
交
換
を
通
じ
て
「
皮
膚
が
ん
診
療
の
新
た
な
地
平
」
を
切
り
拓
く
貴
重
な

場
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
大
会
の
企
画
・
運
営
に
あ
た
り
、
宇
原　
久
教
授
を
は
じ
め
、
札
幌
医

科
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
講
座
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、治
療
薬
の
選
択
肢
は
飛
躍
的
に
広
が
り
、従
来
は
対
応
が
難
し
か
っ

た
症
例
に
も
顕
著
な
効
果
が
期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
十
分
な
治
療
効
果
を
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
進
行
性
疾
患
で
あ
る
皮
膚
が
ん
と
闘
う
患
者
様
に
と
っ
て
、
時
間

は
何
よ
り
も
貴
重
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
新
の
知
見
と
経
験
を
迅
速
に
共

有
し
、
最
適
な
治
療
を
い
ち
早
く
提
供
す
る
こ
と
が
、
学
会
と
し
て
の
大
き

な
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
大
会
が
、
多
様
な
視
点
か
ら
の
情
報
交
換
を
促
進
し
、
新
た
な
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
を
生
み
出
す
契
機
と
な
り
、
よ
り
優
れ
た
皮
膚
が
ん
診
療
の
普
及

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご

協
力
を
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
原
　
久

�

（
札
幌
医
科
大
学
医
学
部
　
皮
膚
科
学
講
座
）

D
isce, doce, dilige!　

（
学
び
、
教
え
、
愛
せ
）

　
第
41
回
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
の
会
長
を
務

め
ま
す
。
札
幌
医
大
主
幹
に
よ
る
開
催
は
、
第
8

回
（
１
９
９
２
年
）
の
高
橋　
誠
教
授
、
第
19
回

（
２
０
０
３
年
）
の
神
保
孝
一
教
授
、
に
次
い
で

3
回
目
と
な
り
ま
す
。
１
９
８
５
年
の
日
本
皮
膚

悪
性
腫
瘍
学
会
学
術
大
会
第
1
回
（
東
京
大
学
、

川
村
太
郎
教
授
）
の
開
催
か
ら
40
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
１
９
８
６
年

に
大
学
を
卒
業
し
、
信
州
大
学
の
斎
田
俊
明
助
教

授
（
当
時
）
の
命
で
１
９
８
８-

１
９
９
０
年
に

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
病
理
部
と
皮
膚
科
で
研
修

し
、
そ
の
後
も
皮
膚
腫
瘍
の
分
野
で
診
療
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
私
は
本
年
度
で
定
年
を
迎
え
ま
す

の
で
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
の
40
年
間
は
ほ
ぼ

私
の
キ
ャ
リ
ア
と
重
な
り
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
た

く
さ
ん
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　
40
年
間
の
時
の
流
れ
の
中
で
、
多
く
の
先
輩
医

師
に
よ
っ
て
皮
膚
腫
瘍
の
診
断
と
治
療
の
進
化
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
進
行
し
た
患
者
さ
ん
を

救
え
な
い
失
望
感
に
満
ち
た
時
代
が
長
く
続
き
ま

し
た
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
こ
の
10
年
間
で
登
場
し

て
き
た
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
薬
や
小
分

子
分
子
標
的
薬
に
よ
っ
て
治
療
効
果
は
格
段
に
向

上
し
ま
し
た
が
、
そ
の
効
果
は
ま
だ
十
分
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

　

本
学
術
集
会
の
テ
ー
マ
は“D

isce, doce, 

dilige! -

学
び
、
教
え
、
愛
せ-”

と
し
ま
し
た
。 

皮
膚
病
理
医Ackerm

an

先
生
の
書
籍“A 

Philosophy of Practice of Surgical 

Pathology

： D
erm

atopathology A
s 

M
odel”

の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

文
句
で
す
。
い
ろ
い
ろ
意
味
合
い
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
勝
手
に
、
本
学
会
が“

若
い
も
ん

も
、
ベ
テ
ラ
ン
も
、
愛
を
持
っ
て
皆
で
勉
強
し
て

教
え
あ
う”

場
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
使
い

ま
し
た
。
さ
ら
な
る
進
化
を
次
の
世
代
の
方
に
託

し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
。

　
6
月
末
は
北
海
道
が
夏
を
迎
え
る
素
晴
ら
し
い

時
期
で
す
。
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会員の現況

会員現況
（令和 7 年 4 月30日現在）

会員数
1）一般会員　1,367 名
2）賛助会員　6 社

東 レ ㈱， ㈱ ミ ノ
ファーゲン製薬，常
盤薬品工業㈱，日本
ロレアル㈱，㈱ピー
シーエルジャパン，
アッヴィ合同会社

3）名誉会員　23 名
4）功労会員　85 名
合　計　　　  1,481名

第
41
回
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
学
術
大
会
会
長
か
ら
の
挨
拶

理
事
長
挨
拶

日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
　
理
事
長
　
奥
山
隆
平

�

（
信
州
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
教
室
）
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皮
膚
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
委
員
会
委
員
長

中
村
泰
大
（
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
　�

�

皮
膚
腫
瘍
科
・
皮
膚
科
）

　
２
０
２
３
年
3
月
よ
り
改
訂
第
4
版
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
が
、
２
０
２
４
年
12
月
よ
り
メ
ラ
ノ
ー

マ
、
乳
房
外
パ
ジ
ェ
ッ
ト
病
、
メ
ル
ケ
ル
細
胞
癌
，
皮
膚
血
管

肉
腫
、
皮
膚
リ
ン
パ
腫
、
有
棘
細
胞
癌
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

日
本
語
版
が
順
次
日
本
皮
膚
科
学
会
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
基
底
細
胞
癌
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
既
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
終
了
し
て
お
り
、
最
終
版
を
日
本
皮
膚
科
学
会
に
提
出

し
て
お
り
掲
載
間
近
と
な
り
ま
す
（
２
０
２
５
年
6
月
現
在
）。

英
文
版
に
つ
い
て
は
、
メ
ラ
ノ
ー
マ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
がThe 

Journal of D
erm

atology

誌
の
最
終
校
正
中
で
近
日
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
す
。
他
の
英
文
版
に
つ
い
て
も
今
年
度
中
の
公

開
を
目
標
に
各
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
グ
ル
ー
プ
に
て
随
時
作

成
，
投
稿
中
で
す
。
大
き
な
遅
滞
の
な
い
作
成
進
捗
は
ひ
と
え

に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
委
員
・
統
括
委
員
の
先
生
方
，
サ
ポ
ー

ト
を
頂
い
て
お
り
ま
す
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
、
日
本
皮
膚

科
学
会
の
関
係
各
位
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
本
邦
の
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
東
ア
ジ
ア
の
み
な
ら

ず
欧
米
で
も
大
変
注
目
を
浴
び
て
お
り
ま
す
。
代
表
的
事
案

と
し
て
、
本
年
4
月
3
～
5
日
に
ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ネ
で
開

催
さ
れ
た11

th W
orld Congress of M

elanom
a/21

st 
EAD

O
 Congress

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
、

EAD
O

、ESM
O

、N
CCN

メ
ラ
ノ
ー
マ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

並
び
本
邦
メ
ラ
ノ
ー
マ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の
講
演
依

頼
が
あ
り
、
福
島
聡
代
表
委
員
（
熊
本
大
学
皮
膚
科
）
が
現

地
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
（
図
）。
聴
講
者
か
ら
大
変
興
味
を
ひ

い
て
お
り
、
多
く
の
質
問
や
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
、
賞
賛
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
にG

RAD
E system

に
よ
り
科
学
的
公
平
性

を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
本
邦
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
今
後
ま
す
ま

す
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
確
立
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
本
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
臨
床
で
皮
膚
が
ん
患
者

さ
ん
に
お
役
立
て
頂
け
れ
ば
大
変
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

皮
膚
が
ん�

�

予
後
統
計
委
員
会
委
員
長

加
藤
則
人

�（
京
都
府
立
医
科
大
学
皮
膚
科
）

　

本
委
員
会
は
、
皮
膚
悪
性

腫
瘍
の
症
例
数
や
新
規
発
症

数
、
発
症
年
齢
な
ど
の
臨
床

統
計
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

累
積
デ
ー
タ
か
ら
、
病
型
の

変
動
、
治
療
成
績
や
生
存
率

の
推
移
な
ど
の
予
後
調
査
と

臨
床
研
究
を
行
う
事
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

悪
性
黒
色
腫
と
皮
膚
リ
ン
パ

腫
に
つ
い
て
調
査
を
継
続
し

て
お
り
、
皮
膚
リ
ン
パ
腫
に

つ
い
て
は
発
生
状
況
の
調
査

を
、
悪
性
黒
色
腫
に
つ
い
て

は
２
０
０
５
年
か
ら
予
後
デ
ー 

タ
を
含
む
デ
ー
タ
集
積
を
行
っ 

て
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
か
ら
は
、
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
大
幅
に

増
員
し
、
従
来
の
悪
性
黒
色

腫
の
調
査
を
ベ
ー
ス
に
、
皮
膚

リ
ン
パ
腫
、
乳
房
外
パ
ジ
ェ
ッ

ト
病
、
皮
膚
血
管
肉
腫
に
つ

い
て
も
、
予
後
デ
ー
タ
を
含

む
臨
床
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
す
る
レ
ジ
ス
ト
リ
研
究

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
５
年
3
月
末
に
締

め
切
っ
た
２
０
２
４
年
の
新

規
症
例
登
録
は
、
悪
性
黒
色

腫1,319

例
、
乳
房
外
パ

ジ
ェ
ッ
ト
病
４
８
２
例
、
皮

膚
血
管
肉
腫
１
６
２
例
、
皮

膚
リ
ン
パ
腫
１
４
８
例
で
し

た
。
ご
参
加
の
先
生
方
や
研

究
補
助
者
の
皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
、
２
０
２
４
年
も
多

く
の
症
例
を
登
録
頂
き
ま
し

た
こ
と
に
、
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
並
行

し
て
収
集
し
て
い
る
予
後

デ
ー
タ
の
入
力
に
つ
い
て
も
、

１
０
０
％
達
成
に
向
け
て
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

皮
膚
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
２
５
作
成
状
況

皮
膚
が
ん
レ
ジ
ス
ト
リ
の 

実
施
状
況
報
告
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皮
膚
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
委
員
会
代
表
委
員

�

（
メ
ラ
ノ
ー
マ
）

福
島
　
聡
（
熊
本
大
学
病
院
皮
膚
科
）

　

２
０
２
５
年
4
月
3
日
か
ら
5
日
ま
で
ア
テ
ネ
で
行
わ
れ

たThe 11th W
orld C

ongress of M
elanom

a 

＆ 
21st EAD

O
 Congress

に
お
い
て
、「
世
界
の
メ
ラ
ノ
ー

マ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
日
本
の
最
新

の
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
発
表
す
る
機
会
を
得
ま
し

た
。EAD

O

（European Association of D
erm

ato-
O

ncology

）、ESM
O

（European Society for M
edical 

O
ncology

）、N
C

C
N

（N
ational C

om
prehensive 

Cancer N
etw

ork

）
と
並
ん
で
、JD

A/JSCS

の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
名
を
連
ね
た
の
は
、
と
て
も
誇
ら
し

い
光
景
で
し
た
。

　
皮
膚
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
4
版 

メ
ラ
ノ
ー
マ
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
２
５
で
は
、
東
ア
ジ
ア
の
デ
ー
タ
を
盛
り
込

み
、
よ
り
地
域
特
性
を
反
映
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
目
指

し
ま
し
た
。
日
本
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
東
ア

ジ
ア
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
る
ん
だ
！
」
と
い
う
気
概
を
も
っ

て
作
成
し
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
い
く
つ
か
のCQ

に
つ
い

て
は
、
欧
米
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
は
異
な
る
推
奨
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
欧
米
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
大
き
く
異
な

る
推
奨
文
と
な
っ
た
の
は
以
下
の
2
つ
のCQ

で
す
。

● CQ

7
：
根
治
切
除
不
能
なBRAF

変
異
陰
性
メ
ラ
ノ
ー
マ

の
一
次
治
療
は
抗PD

-1

抗
体
を
提
案
す
る
。

● CQ

8
：
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
根
治
切
除
不
能
なBRAF

変
異
陽
性
例
の
一
次
治
療
と
し
て
、BRAF/M

EK

阻
害
薬
、

抗PD
-1

抗
体
、
な
い
し
は
抗PD

-1

抗
体
＋
抗CTLA-4

抗
体
併
用
療
法
を
同
程
度
に
提
案
す
る
。

　
ア
テ
ネ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
推
奨
に
な
っ
た
の
か
に
つ

い
て
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
日
本
語

の
メ
ラ
ノ
ー
マ
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

発
表
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
日
本
の
番
が
き
た
の
で
す
が
、
聴
衆

は
誰
一
人
会
場
を
で
て
い
く
わ
け
で
も
な
く
、
と
て
も
興
味
深

く
聴
い
て
も
ら
え
ま
し
た
。

　
同
じ
く
末

端
型
メ
ラ

ノ
ー
マ
を
取

り
扱
う
ア
フ

リ
カ
の
医
師

か
ら
質
問
を

さ
れ
た
り
、

い
ろ
ん
な
国

の
医
師
か
ら

も
意
見
を
も

ら
え
た
り
し

ま
し
た
。
こ

の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
東
ア

ジ
ア
を
こ
え

て
、
世
界
の

必
要
な
地
域

の
方
々
に

使
っ
て
も
ら

え
る
と
う
れ

し
い
な
と
感

じ
た
瞬
間
で
し
た
。
注
目
度
が
高
か
っ
た
の
か
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
後
に
、Video Journal of D

erm
atology

の
取
材
を
受

け
ま
し
た
。
4
月
現
在
私
の
動
画
が
3
本
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（https://w

w
w

.
vjoncology.com

/event/eado-w
cm

-2025/?hp

）

　

G
RAD

E

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
し
っ
か
り
と
し
た
エ
ビ
デ

ン
ス
を
も
と
に
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
欧
米
の
和
訳

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
地
域
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
信

で
き
た
こ
と
は
、
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
回
、

メ
ラ
ノ
ー
マ
患
者
会
か
ら
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
委
員
に
参
加
い
た

だ
い
た
こ
と
も
大
き
か
っ
た
で
す
。
本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
全
て
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
目
指
し
て

〜W
CM

/EA
D

O

２
０
２
５
に
お
い
て
メ
ラ
ノ
ー
マ
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
発
表
〜
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雑
誌
委
員
会
委
員
長
　

�

門
野
岳
史
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
皮
膚
科
）

　

Skin Cancer

誌
は
２
０
２
４
年
度
も
予
定
通
り
年
3
回
オ

ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
般
演
題
か
ら
の
症
例
報
告
が
大
幅
に
増
え
て
、
ペ
ー
ジ
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
学
術
大
会
の
特
別
講
演

や
教
育
講
演
の
内
容
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ク
リ
ッ

ク
し
て
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
年
も
学
術
集
会
で
特
別

講
演
や
教
育
講
演
を
さ
れ
た
先
生
方
に
原
稿
執
筆
の
依
頼
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
忙
し
い
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
先

生
方
の
玉
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
般
演
題
か
ら

の
投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
内
容
次
第
で
す
が
、

優
れ
た
編
集
者
と
委
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
査
読
が
素
早
く

ス
ム
ー
ス
に
運
ん
で
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

皮
膚
が
ん
取
り
扱
い
規
約
改
訂
委
員
会
委
員
長
　

安
齋
眞
一
（PCL

東
京
　
病
理
・
細
胞
診
セ
ン
タ
ー
）

　
皮
膚
が
ん
取
り
扱
い
規
約
改
訂
第
3
版
（
第
2
版
ま
で
は

皮
膚
悪
性
腫
瘍
取
り
扱
い
規
約
）
は
、
２
０
２
３
年
9
月
よ

り
実
質
的
に
そ
の
作
成
を
開
始
し
、
日
本
皮
膚
病
理
組
織
学

会
の
ご
協
力
を
得
て
、
後
藤
啓
介
先
生
は
じ
め
数
多
く
の
先

生
方
の
ご
尽
力
で
そ
の
作
成
を
す
す
め
て
参
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
前
版
の
作
成
か
ら
す
で
に
15
年
経
過
し
た
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
内
容
を
一
新
し
、
は
じ
め
て
、
多
数
の
病
理
医
に

参
加
し
て
頂
き
、
皮
膚
が
ん
（
旧
悪
性
腫
瘍
）
診
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
は
そ
の
内
容
を
完
全
に
分
離
し
た
の
で
、
他
の
癌

腫
の
取
り
扱
い
規
約
の
よ
う
に
、
実
際
の
臨
床
の
場
で
の
皮

膚
が
ん
の
取
り
扱
い
に
役
立
つ
も
の
が
で
き
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
皮
膚
が
ん
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
委
員

会
と
も
密
に
連
絡
を
取
り
、
内
容
の
重
複
が
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、用
語
な
ど
が
統
一
さ
れ
る
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
作
成
し
ま
し
た
。

　
委
員
と
し
て
は
、
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
会
員
の
み
な

ら
ず
、
日
本
皮
膚
病
理
組
織
学
会
や
日
本
病
理
学
会
の
会
員

の
先
生
方
に
も
御
参
加
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
努
力
の
お

か
げ
で
、
２
０
２
４
年
11
月
末
に
は
β
版
と
し
て
日
本
皮
膚

悪
性
腫
瘍
学
会
の
理
事
・
評
議
員
お
よ
び
日
本
皮
膚
病
理
組

織
学
会
会
員
に
内
容
をW

EB

上
で
公
開
し
，
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
募
集
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
う
修
正

の
後
発
刊
す
る
予
定
で
し
た
が
、
近
日
中
（
当
初
２
０
２
５

年
夏
と
い
う
情
報
で
し
た
）
に
、
皮
膚
が
ん
診
療
の
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
るU

ICC

の
改
訂
が
行
わ
れ
る
と

の
情
報
が
あ
り
、
一
旦
そ
れ
を
待
っ
て
発
刊
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
情
報
も
不
確
実
の
も
の
の

よ
う
で
、
い
つ
改
定
さ
れ
る
か
が
見
通
せ
ず
、
状
況
を
見
な

が
ら
近
日
中
に
発
刊
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
取
り
扱
い
規
約
の
内
容
の
要
約
に
関
し
て
は
、
第

41
回
日
本
皮
膚
悪
性
腫
瘍
学
会
学
術
大
会
の
教
育
講
演
で
後

藤
啓
介
先
生
が
解
説
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聞
き
下

さ
い
。
今
回
の
皮
膚
が
ん
取
り
扱
い
規
約
の
改
定
に
よ
り
、

日
常
の
皮
膚
が
ん
診
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
べ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
，
委
員
を
代
表
し
て
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
賛
助
会
員
お
よ
び
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
中
で
す

　
賛
助
会
員
，
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
サ
イ
ト
で
の

バ
ナ
ー
広
告
提
供
企
業
を
引
き
続
き
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
関

係
者
の
皆
様
に
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
令
和
6
年
度
若
手
ト
ラ
ベ
ル
グ
ラ
ン
ト
受
賞
者
の
お
知
ら
せ

　
第
1
次
受
賞
者
：
小
泉　
　
滋

　
　
　
　
　
　
（
埼
玉
医
科
大
学
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
参
加
学
会
／ 

２
０
２
４ ASCO

 Annual M
eeting

　
　
　
　
　
　
（
開
催
地
／
米
国
・
シ
カ
ゴ
）

　
演　
　
題
： Prognosis of deep m

argin excisions 
w

ithin or beyond subcutaneous 
fat for invasive acral m

elanom
a 

of the sole: A
 m

ulti-institutional 
retrospective study.

（
ポ
ス
タ
ー
発
表
）

　
第
2
次
受
賞
者
：
木
村　
俊
寛
（
熊
本
大
学
）

　
参
加
学
会
／ ESM

O
 Congress 

２
０
２
４

　
　
　
　
　
　
（
開
催
地
／
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
）

　
演　
　
題
： G

enom
ic and transcriptom

ic 
analysis of Japanese m

elanom
a 

reveals candidate biom
arkers 

for im
m

une checkpoint inhibitor 
responders. （

ポ
ス
タ
ー
発
表
）

　
第
1
次
，
第
2
次
と
も
助
成
額
：
30
万
円

▼
令
和
7
年
度
若
手
ト
ラ
ベ
ル
グ
ラ
ン
ト
に
応
募
く
だ
さ
い

　
海
外
で
開
催
さ
れ
る
学
会
で
の
発
表
を
行
う
若
手
会
員
を

支
援
す
る
た
め
，
若
手
ト
ラ
ベ
ル
グ
ラ
ン
ト
制
度
を
設
け
て

お
り
ま
す
。
演
題
が
ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。http://w

w
w

.skincancer.jp/young_travel_
grant.htm

l

（
文
責
）
事
務
局　
木
庭
幸
子

雑
誌
委
員
会
よ
り

皮
膚
が
ん
取
り
扱
い
規
約

改
定
第
3
版
の
作
成
状
況

事
務
局
よ
り


